









な認知症高齢者の摂食嚥下障害 に対 して,食 形態
の改善 により摂食嚥下に関わるADLの改善 につ
ながった1例 を経験 したので報告 した。
【症例概要】69歳の女性。介護老人保健施設(老
健)入 所中に絞扼性腸閉塞 となり,病 院に救急搬
送 された。その際 食形態 を重湯に下げられた。
退院後,同 老健に再入所となったが,食 形態は変
更なく,重湯 をス トローで自力摂取 していたが動
きは緩慢 であった。嚥下内視鏡検査を実施 したと
ころ,全 粥やソフ ト食は問題なく嚥下で きていた。




障害 と診断した。食形態を全粥 とソフ ト食に変更
す るよう指示 した。訓練の指示は入らないが,食
形態 と食具の変更による難易度の増加を上肢運動
と摂食嚥下機能の リハ ビリテーシ ョンとした。4
か月経過時ではスプーンを使って全粥を自力摂取
で きるまで改善 が見 られた。BMIは18.1に,%
理想体重は82.2%に増加が見 られた。
【考　察】低栄養と嚥下障害は相互に影響 を及ぼ








た1例 を経験 したので報告 した。
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